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お問い合わせ先

（一社） こまつ観光物産ネットワーク
〒923-8650   石川県小松市小馬出町 91　TEL／ 0761-24-8394　FAX／ 0761-23-6404
「こまつ観光ナビ」www.komatsuguide.jp

小松市
埋蔵文化財
センター

「安宅の関」こまつ勧進帳の里

勧進帳ものがたり館
勧進帳にまつわる資料や遊んで学ぶ体験

展示、大画面シアターで歌舞伎「勧進帳」の

ダイジェスト映像をご覧いただけます。

こまつ曳山交流館 みよっさ
平成25年春に開館した、絢爛豪華な曳
山2基を常設展示する施設。曳山の迫力
ある姿を間近で見ることができます。

小松市安宅町タ140-4　☎ 0761-21-6734　
開館時間／9時～17時（入館は16時半まで）
入館料／大人300円、高校生以下150円
休館日／水曜（祝日の場合は翌日）、年末年始

小松市八日市町72-3　☎0761-23-3413　
開館時間／10時～17時　入館料／無料
休館日／4月～11月は無休、
　　　   12月～3月は水曜（祝日の場合は翌日）、
　　　　年末年始

歌舞伎のまちギャラリー

成田屋と小松の絆
「勧進帳小松八百年祭」を機にはじ

まった成田屋と小松の絆。十二代目市

川團十郎翁から続く小松との交流を

展示しています。

小松市土居原町710
☎ 0761-20-5500（團十郎芸術劇場うらら）
開館時間／9時～22時（催物がない場合は18時に閉館）
入館料／無料
休館日／水曜（祝日の場合は翌日）、年末年始

石川県小松市

團十郎芸術劇場うらら
平成16年に開館した本花道やセリを
持つ本格的な歌舞伎公演のできる劇

場です。

小松市土居原町710　☎0761-20-5500
開館時間／9時～22時
（催事がない場合は18時に閉館）

休館日／水曜（祝日の場合は翌日）、年末年始

AMAP CMAP CMAPBMAP

粟津演舞場
加賀に残された唯一の芝居小屋として

注目され、平成26年にリニューアル開館
しました。

小松市井口町へ1　☎ 090-3296-3417
開館時間／9時～18時
施設見学料／200円
休館日／予約時のみ開館

DMAP

小松市中心部

小松の中心部には、昭和5・7
年の大火後に再建された町

家が多く残っています。その

町割りは、寛永17年（1640）に
加賀前田家三代利常公が隠

居城である小松城へ入り、整

備を行った城下町の区画が

踏襲されています。

こまつ町家

2025年6月制作

仏御前の荼毘の地

白山神社

小松市
埋蔵文化財
センター

町内案内看板
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360
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お問い合わせ先

（一社） こまつ観光物産ネットワーク
〒923-8650   石川県小松市小馬出町 91　TEL／ 0761-24-8394　FAX／ 0761-23-6404
「こまつ観光ナビ」www.komatsuguide.jp

小松市
埋蔵文化財
センター

「安宅の関」こまつ勧進帳の里

勧進帳ものがたり館
勧進帳にまつわる資料や遊んで学ぶ体験

展示、大画面シアターで歌舞伎「勧進帳」の

ダイジェスト映像をご覧いただけます。

こまつ曳山交流館 みよっさ
平成25年春に開館した、絢爛豪華な曳
山2基を常設展示する施設。曳山の迫力
ある姿を間近で見ることができます。

小松市安宅町タ140-4　☎ 0761-21-6734　
開館時間／9時～17時（入館は16時半まで）
入館料／大人300円、高校生以下150円
休館日／水曜（祝日の場合は翌日）、年末年始

小松市八日市町72-3　☎0761-23-3413　
開館時間／10時～17時　入館料／無料
休館日／4月～11月は無休、
　　　   12月～3月は水曜（祝日の場合は翌日）、
　　　　年末年始

歌舞伎のまちギャラリー

成田屋と小松の絆
「勧進帳小松八百年祭」を機にはじ

まった成田屋と小松の絆。十二代目市

川團十郎翁から続く小松との交流を

展示しています。
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☎ 0761-20-5500（團十郎芸術劇場うらら）
開館時間／9時～22時（催物がない場合は18時に閉館）
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粟津演舞場
加賀に残された唯一の芝居小屋として

注目され、平成26年にリニューアル開館
しました。

小松市井口町へ1　☎ 090-3296-3417
開館時間／9時～18時
施設見学料／200円
休館日／予約時のみ開館

DMAP

小松市中心部

小松の中心部には、昭和5・7
年の大火後に再建された町
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い
し
か
わ
歴
史
遺
産
と
は

「
い
し
か
わ
歴
史
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
」

石
川
県
内
の
各
地
に
点
在
す
る
文
化
財
や
歴
史
、
伝
承
、
風
習
等
を
わ
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
ま
と
め
、
全
国
に
そ
の
魅
力
を
発
信
し
、

観
光
誘
客
や
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
1
月
、「
平
安
の
世
の
歴
史
物
語
が
息
づ
く
歌
舞
伎
の
ま
ち
・
小
松
」
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　小
松
に
は
、
安
宅
の
関
跡
を
は
じ

め
、
伝
説
の
白
拍
子
「
仏
御
前
」
に

ま
つ
わ
る
史
跡
や
木
曽
義
仲
と
の
悲

劇
を
生
ん
だ
斎
藤
別
当
実
盛
の
兜
な

ど
、
源
平
物
語
に
ま
つ
わ
る
歴
史
遺

産
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　室
町
時
代
に
、
こ
の
源
平
の
物
語

か
ら
謡
曲
「
安
宅
」「
仏
原
」「
実
盛
」

が
誕
生
し
、
地
域
の
人
々
が
芸
能
に

親
し
む
土
壌
を
創
出
し
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
加
賀
前
田
家
三
代
利
常

公
の
小
松
入
城
に
始
ま
る
ま
ち
づ
く

り
が
、
小
松
の
経
済
を
興
し
、
の
ち

の
曳
山
子
供
歌
舞
伎
に
代
表
さ
れ
る

町
人
文
化
を
華
咲
か
せ
、
人
々
の
心

に
豊
か
さ
と
潤
い
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。　平

安
の
世
の
歴
史
物
語
が
つ
む
ぎ

出
し
た
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
Ｄ
Ｎ

Ａ
は
、
小
松
の
人
々
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
、歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
「
歌

舞
伎
の
ま
ち
」
を
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
。

Komatsu City, located in the southern part of Ishikawa Prefecture, 
is known as the “City of Kabuki” due to its deep cultural and 
historical ties with the theatrical tradition of kabuki. There are 
many ways to feel the spirit of kabuki when visiting Komatsu. 
Komatsu is home to the Ataka-no-Seki Barrier Ruins, said to be 
the historical setting of “Kanjincho”, a famous kabuki play.
The dazzling centuries-old Otabi Festival, held annually in May, 
showcases Edo culture with children per forming kabuki on 
hikiyama floats elaborately decorated with engravings, pictures, 
and gold & lacquer works. 
The Japan Children’s Kabuki Festival is held at Komatsu Urara 
Theater in early May, where the children of Komatsu and other 
cities perform some kabuki plays such as “Kanjincho” .
At Komatsu Hik iyama Gal ler y “MIYOSSA” , two gorgeous 
hik iyama f loats are displayed, and you can play traditional 
instruments used in kabuki plays. 
Komatsu offers a range of opportunities for visitors and locals 
alike to see, experience, and enjoy the world of kabuki. 

　
　加
賀
国
府
と
白
山
信
仰

　平
安
時
代
、
律
令
制
最
後
の
国
と
し
て
加

賀
国
が
誕
生
す
る
と
、
政
治
・
経
済
・
信
仰
の

中
心
を
な
す
国
府
が
小
松
に
置
か
れ
ま
し
た
。

平
安
時
代
末
頃
に
は
、
白
山
信
仰
が
力
を
伸

ば
し
、
国
府
周
辺
に
も
白
山
中
宮
八
院
が
成

立
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
涌
泉
寺
で
の
事
件
を

き
っ
か
け
に
白
山
勢
力
が
国
府
と
武
力
衝
突

を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
武
家
台
頭

の
誘
因
と
な
り
、
時
代
は
武
家
の
世
へ
と
移
り

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　安
宅
の
関
を

　
　舞
台
に
織
り
な
す

　
　「智・仁・勇
」の
物
語

　『義
経
記
』を
も
と
に
、室
町
時
代
に
謡
曲「
安

宅
」
が
書
か
れ
、
江
戸
後
期
に
は
歌
舞
伎
「
勧

進
帳
」
が
完
成
し
ま
す
。

　物
語
は
、
平
家
打
倒
後
、
兄
頼
朝
と
対
立
し

追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
源
義
経
が
、
奥
州
平
泉

に
落
ち
延
び
る
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
山
伏

に
扮
し
た
義
経
一
行
が
安
宅
の
関
を
通
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
関
守
の
富
樫
左
衛
門
が
疑
い
ま

す
。
こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
武
蔵
坊
弁

慶
が
東
大
寺
復
興
勧
進
の
た
め
の
役
僧
と
称

し
、
即
興
で
「
勧
進
帳
」
を
読
み
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
強
力
姿
の
義
経
が
咎
め
ら
れ
る
と
、

疑
念
を
晴
ら
す
た
め
金
剛
杖
を
も
っ
て
主
君
義

経
を
打
ち
据
え
ま
す
。
富
樫
は
、
弁
慶
の
主
君

を
守
ろ
う
と
す
る
忠
義
心
に
心
を
う
た
れ
、
一

行
の
通
行
を
許
可
す
る
の
で
し
た
。

　
　美
し
き
白
拍
子

　
　「仏
御
前
」の
伝
説

　小
松
に
は
、
平
安
末
期
に
台
頭
し
た
平
家

に
ま
つ
わ
る
物
語
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
平
清
盛
の
寵
愛
を
受
け
た
加
賀
の

白
拍
子
「
仏
御
前
」
の
物
語
が
、『
平
家
物
語
』

祇
王
の
巻
に
登
場
し
ま
す
。

　小
松
市
原
町
に
は
、
仏
御
前
が
生
ま
れ
故

郷
の
「
原
」
に
帰
り
、
亡
く
な
っ
た
と
い
う
伝

説
と
、
関
連
し
た
史
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　実
盛
の
兜
と

　
　源
平
の
悲
劇
の
物
語

　平
安
末
期
、
京
に
進
む
木
曽
義
仲
軍
は
篠

原
で
平
家
軍
と
合
戦
に
至
り
ま
す
。
大
将
に

扮
す
る
老
兵
を
討
ち
取
る
と
、
そ
れ
は
命
の

恩
人
と
し
て
慕
っ
た
斎
藤
別
当
実
盛
で
し
た
。

多
太
神
社
に
は
、
義
仲
が
実
盛
を
供
養
す
る

た
め
に
奉
納
し
た
と
伝
わ
る
兜
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ

の
悲
劇
の
物
語

は
、
室
町
時
代

に
謡
曲
「
実
盛
」

と
な
り
、
能
の

演
目
と
し
て
広

ま
り
ま
し
た
。

　
　「曳
山
子
供
歌
舞
伎
」

　
　2
5
0
年
以
上
の
歴
史
を

　
　今
に
つ
な
ぐ

　江
戸
時
代
中
期
、
春
の
例
大
祭
「
お
旅
ま
つ

り
」
に
、
曳
山
舞
台
で
演
じ
る
子
供
歌
舞
伎
が

始
ま
り
ま
す
。
小
松
市
に
曳
山
が
誕
生
し
て

2
5
0
年
以
上
、
絢
爛
豪
華
な
曳
山
と
艶
や

か
な
子
供
歌
舞
伎
は
今
も
受
け
継
が
れ
、
小

松
の
歌
舞
伎
文
化
を
支
え
て
い
ま
す
。

　義
経
主
従
が
安
宅
の
関
を
通
過
し
た
と
い

う
1
1
8
7
年
か
ら
8
0
0
年
後
、
歌
舞
伎
界

の
大
名
跡
十
二
代
目
市
川
團
十
郎
丈
を
迎
え

て
の
「
勧
進
帳
小
松
八
百
年
祭
」
が
小
松
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
成
田
屋
と

小
松
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
、
そ
し
て
、
勧
進

帳
の
ふ
る
里
の
魅
力
を
発
信
す
る
子
供
歌
舞

伎
「
勧
進
帳
」
の
公
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平

安
の
世
の
歴
史
絵
巻
と
、
伝
統
芸
能
の
華
「
歌

舞
伎
」
を
今
に
伝
え
、
人
々
を
魅
了
し
続
け
て

い
ま
す
。

Komatsu, the City of KABUKI

仏御前  白拍子の舞

子供歌舞伎「勧進帳」

安宅の関跡

能「安宅」

木場潟から望む白山

実盛の兜

曳山子供歌舞伎

「
平
安
の
世
の
歴
史
物
語
が
息
づ
く
歌
舞
伎
の
ま
ち
・
小
松
」






